
意見公述＜２＞ 大阪府民などからの公述 

◆公述人④ 学校関係者(秋桜高校教職員) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



◆公述人⑤ 宗教者(浄土真宗本願寺派僧侶)  

 

秋桜高校さんと同じ貝塚市にある、浄土真宗本願寺派のお寺から来ました。僧侶をしております。宜しくお

願い致します。私からは、宗教的な、なかでも仏教的な視点から、お話をさせていただきます。 

まず、「仏教はギャンブルをどう見るか」という点からお話させていただきます。 

ギャンブルについて、お釈迦様は、原始経典のひとつ「シンガーラ経」のなかで、具体的な危難を示してハ

ッキリと戒められています。人間の欲望というものには限りがなく、ギャンブルはその欲望を増幅させます。執着

と苦しみの原因となりますので、「避けなさい」というのが仏教の基本的な姿勢といえます。 

次に、仏教的視点から、我々の生活とカジノとがどう結びつくかという点についてお話ししたいと思います。

「私はギャンブルしないから関係ない」という声はよく耳にします。しかし、全ては、自分の思いもよらないところ

で関係しあっていると考えるのが仏教です。すべては関係しあって成立している。これは、「縁起説」という仏教

の根本的教理です。したがって、自分はカジノに行かなくても、カジノという、誰かの負けを前提とした事業、人

の不幸によって成り立つ事業を政策とする自治体に暮らすとはどういうことなのか、街・ひと・暮らし・文化など、

全体の関係性への影響について考えることになります。 

大阪という町の歴史をみてみましょう。大阪の文化と宗教、とりわけ寺社との関係はとても密接です。お寺と

の関係で示せば、古くは四天王寺建立と同時に設置された四箇院(しかいん)から脈々と受け継がれる医療・

福祉の精神に始まり、北御堂・南御堂という寺院に沿ってつくられた御堂筋にある現在の賑わい、勤勉・節約

といった大阪商人の商業倫理など、数え上げればきりがないほど多くの、大阪のシンボリックなものが、宗教的

な文化的土壌の上に花開いてきました。 

京都にある龍谷大学では、近年、「仏教 SDGｓ」といって、近江商人の商業倫理をあらわす「三方よし」の礎

となった仏教の教え、「自分の利益と同時に他人の利益を大切にする」という「自利利他」の教えを、持続可能

な社会の実現に活かそうという取り組みをしています。 

さて、一方で、街路樹をむやみに伐採したり、文化的なモノや場所や建物を粗末に扱ったり、夢洲に関して

言えば、汚染物質を埋め立てて無理やり重工建造物を建てようとしたりするような、自然や歴史への畏敬の念

を欠いた振る舞い、更に、そこで、誰かの不幸によって成り立つ事業を行うこと、これらは、先ほど申し上げたよ

うな、これまでの長い歴史のなかで大阪に花開いてきた文化的豊かさを、踏みにじる所業です。自然や歴史

や文化に、過去の人びとの営みに、学び、敬意を払うことのできない社会が、未来を大切に出来るでしょうか。

持続可能な社会を本当に実現できるでしょうか。残念ながら今日ここにおいでいただけなかった国や大阪府

市のみなさんは、本当はどんな気持ちでお仕事をされているのでしょう？大阪の明るい未来を信じてお仕事を

されているのでしょうか？ 

東京大学の安冨歩さんが、原一男監督の『れいわ一揆』というドキュメンタリー映画のなかでこう言っておら

れます。日本国の本当の名前は「日本立場主義人民共和国」なのだと。人は、立場の入れ物になってしまって

いる。人と人が話しているように見えて、実際に喋っているのは、立場と立場なのだと。 

ここで、話を仏教の根本的教理である「縁起説」に戻します。夢洲 IR カジノ計画は、救いようのない泥船に

見えます。その泥船は、守る価値のたいへん疑わしい「立場」によって、何とか存在しています。しかし、忘れて

はならないのは、この立場主義社会は、決して固定されたものではないということです。互いに影響をうけ、変

化できるものだということです。立場を変えることだって出来ます。硬直化した「立場」を一旦脇に置けば、私た

ちが望んでいることは、敵対ではないはずです。望んでいるのは、現実を直視し、耳を澄ませ、共に、より良い

大阪の未来を選択することです。 

行政側の皆さまには、いま一度、それをご自身に問いかけていただければと思います。持続可能な大阪の

未来について、一緒に考えていきましょう。 

宗教者として、私からは以上です。 

ご清聴ありがとうございました。 
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◆公述人⑥ 大阪府内在住青年             
 

みなさん、こんにちは。大阪市淀川区在住の、佐々木と言います。宜しくお願いします。  

僕は、障がい児施設で１０年以上働いています。僕は、夢洲に IR・カジノをつくることは絶対反対だと思ってい

ます。  

まず、市民の税金で作るのはまちがっていると思います。そのお金を 、カジノをつくるために使うのであれ

ば、もっとバリアフリーにお金を使ってほしいです。  

僕も、障がいを持つ一人です。小さい時から、施設に入所していました。小学１年生～小学４年生までは、

普通の学校に通っていました。その中で、いじめにあいました。  

障がい者が、生活しやすい大阪にしてほしいです。例えば、視覚障がい者がよく使う、点字ブロックです。僕

の、職場周辺は、点字ブロックは少ないです。もし、点字ブロックがあったら歩きやすくなると思います。実際、

視覚障がいの方が入所されています。先日、大阪府庁舎に行った時にも気づきました。大阪府庁舎の前の歩

道はガタガタです。点字ブロックは、めくれ上がり、歩道には段差もあります。障がい者が、安心して生活がで

きるようにお願いします。  

それから、カジノに、はまると...病気に、なると思います。それは、ギャンブル依存症です。ある本に、書いて

ました。「依存症は、誰でもなりうる病（やまい）。だからこそ、その環境を作らないことが重要だ」と。  

まさしく、その通りだとおもいます。みなさん、不安を持っています。ギャンブル依存症は、かならず出てきます。

依存症の対策をするのではなく、カジノをやめることが一番です。  

最後に、僕は働き始めて、社会の出来事に関心を持つようになりました。何度も、沖縄に行きました。来月、

行く予定にしています。そこでは、名護市の辺野古に新しく基地が作られようとしています。でも、沖縄の人た

ちはこれに反対しています。おじいちゃん・おばあちゃんが、必死で頑張っています。  

同じことが、大阪でも起きています。夢洲にカジノを作ることに反対する人は、たくさんいます。どうして、国も、

吉村知事も、横山市長も、僕たち市民と向き合って、話をしないのでしょうか。何度も、今日の公聴会に出席を

お願いしたのに、欠席をするのでしょうか。話しあいもしないで、一方的な「説明会」だけ開いても意味はありま

せん。  

僕は、納得いきません。双方向（そうほうこう）の、対話をしたいと言っていたのに…。  

みなさんに、おうかがいします。双方向（そうほうこう）の、対話ってなんですか？僕なりに、意味を考えてみ

ました。双方向（そうほうこう）の対話とは、賛成する側の意見・反対する側の意見を聞くことかなぁと思います。

まちがっていたら、ごめんなさい。  

僕たち若者に、カジノを大阪に押し付けないでください。若者や、障がい者が、安心して暮らせる大阪にし

ていかなければいけません。もっと、この現状をいろんな人たちに伝えていかないとと思います。そうしなけれ

ば、社会は変わらないと思います。  

お願いです。市民・府民の意見を聞いてください。そして、説明会の回数を増やしてください。このままでは、

市民・府民のみなさんは納得できません。僕は、夢洲のカジノ計画の中止を強く求めます。 

ご清聴（せいちょう）、ありがとうございました。 

 

◆公述人⑧ 大阪府内在住外国人 
 

私は、旧植民時代に朝鮮半島から日本に来たハルモニ(おばあさん)の孫で、最終学歴までずっと日本の学

校しか行ってない在日３世です。でも選挙権が無いので１９６０年生まれですが自称１７歳です。 

昨年のカジノの是非を問う住民投票条例の制定を求める直接請求署名活動を知ったのは、朝鮮半島や中

国、各国の書物を保管されている民間図書館でのイベントでした。 

住民側が作った条例案には『在日外国人にも投票権を…』となっていましたが、署名を集める活動にはいろ

いろと制約があり、事務所でお手伝いをしていました。 

他の在日の居酒屋店主さんは積極的に紹介されていたそうです。 

しかし約２１万筆集まった住民投票条例制定を求める直接請求署名を府議会において数時間で否決され

てからは、事務所でチラシをおりながら、千羽鶴に願いを託すみたいに〝夢洲カジノ止められます様に〟と祈

りを込め、ムカムカする気持ちを静めていました。 

在日同士よく話すのが、「維新は、真っ先に民族学校への支援を停止しておいて、何が全ての学校の無償



化や！」そして「よそでして無い事は辞めるって、行政を後退させといて自慢するな！」 「誰の身を切ってんね

ん。漏れなく在日からも税金取っておきながら、福祉と文化財政の大削減で何重にも被害を被っている在日は

沢山おるんやで！」と言う憤りです。 

最後になりますが、この府民公聴会のお誘いで、Ｍ新聞にも紹介された事のある行列の出来るオシャレな

焼肉店を経営されている女将さんに初めて声を掛けましたが、「おっそいわぁ～もっと早おいで～」と言いなが

ら賛同してくださいました。 

韓国では炭鉱跡地にカジノを誘致して失敗し、大きな社会問題になっているそうです。 

私たち夢洲カジノを止める運動を待ってる人たちがまだまだいらっしゃいます。これからも宜しくお願いします。 

《追伸：１１月〆切 制度的無年金者問題署名実施中》 

 

◆公述人⑨ 大阪市此花区民公述人 
 

こんにちは 夢洲のある此花区民の金光順子と申します。 

カジノの是非を問う住民投票署名集めや、街頭宣伝で３０００人以上の方とお会いし、お話を聞きました。年配

の方からは「ホンマに生活が苦しい。病院代も大変」子育て中のお母さんからは「カジノ作るお金があるんやっ

たら、出産費用や教育費を無料にしてほしい」子供たちからは「カジノより思い切り野球やサッカーできるところ

をつくってほしい」との声を聞きました。私たちの税金が使われることをどう思いますか、というと、「金の問題や

ない！博打場作ること、その考え自体が間違ってるんや！」と叱られたこともありました。 

「博打はあかんと思うけど、わしとこの会社がやってるから、署名はでけへん」という人や、「維新支持やけど

カジノだけはあかん！」と署名してくれた方。また、何人もの方から、「親のギャンブルでものすごく苦労した」

「博打で人生メチャクチャになった」の、声。 今日もこの場に来られない、国の担当者や、吉村知事、横山市

長は、このような府民市民の声を全く聞こうとしません。 来ていたら。ぜひ聴きたかったこと、伝えたいことがあ

ります。 

 毒物・液状化・津波、危険がいっぱいの夢洲を上から眺めて、業者とカジノ契約を交わした時、そこで働く建

設作業員の方や、国を挙げて呼び込む海外の旅行者や、万博に税金で招待する子供たちに何かあったら、

どうしようとか考えなかったのでしょうか？ もしもの時、賠償責任とかはだれがとるのでしょうか？ 

 平成２５年の避難所マップによると、此花区の津波避難所ビルの５０％が海抜マイナスです。身近な避難所

である公立小中学校は＋０.４M が一つだけで後は全部-０.３Ｍから-１.９Ｍです。「海抜ゼロメートル地帯の此

花区。津波は１１３分でやってきます。鉄筋コンクリートの３階以上へ逃げて‼ と書いてありますが、ほとんどの

校舎は３階建てです。さらに、ほとんどが法定耐用年数６０年を超えています。一定の耐震工事はされましたが、

天井や壁の落下、ひび割れは多くの学校で起こっています。カジノより、誰もが安心して学べる、避難所にもな

る世界最高水準の学校を作るほうが、市民、府民の為になり、ゼネコンにとっても未来の子供たちにも誇れる

仕事ではないでしょうか？ 

夢洲の地盤沈下、津波被害の問題を問われた時に、吉村知事は、「夢洲はかさ上げしているので大丈夫。

周りの方が水浸し」と言ったとか。そこに住んでいる此花区民のことは考えなかったのでしょうか？できるかどう

かもわからないカジノに税金をつぎ込むのでなく、まじめに働き、税金を払っている此花区民の為に、待ったな

しの災害対策を一刻も早くしてください。 

現役の知事のとき、「こんな猥雑な街、いやらしい街はない。ここにカジノをもってきて、どんどん博打打ちを

集めたらいい。風俗街やホテル街、全部引き受ける」と言った橋下徹氏。此花区の歴史や文化、若いアーティ

ストが集い、子供たちがコンクリートに壁画を描き、アートあふれる街づくりをしていることを知っていますか？ 

「夢洲は鳥さんたちの為に作ったんやない」などと言っていた松井元市長。昨年まで、我が家のベランダには、

都会には珍しい野鳥が飛来していたのですよ。今年はもう来ていません。横山市長、あなたができる最善のこ

とは、市民の声、専門家の意見に耳を傾け、自分の目で見て、自分の頭で考え、過ちを認め、時代遅れの先

輩たちと決別し、勇気ある撤退をすることだと思います。  

最後に、新聞・テレビの記者の皆さん、もしこのまま夢洲カジノが作られたとしたら、いずれ、今の、ジャニー

ズ問題の比ではない報道各社の責任が問われることになるのではないでしょうか？「ラスベガスも行ったことあ

るけど、あんなんが大阪にあったらええと思うで」「経済の為には必要」と言っていた人も、色々な問題点を伝え

ると、「そうやったんか、そんなら反対や」と多くの人がカジノ賛成から反対に変わりました。これからも、プロの

取材力と発信力で、正しい情報をより多くの人々に伝えてください。どうかよろしくお願いします。 


